
J A 3 U S A   島本 正敬

今回で3 回目を迎えたA P D X C  2 0 1 0  ( A s i a  P a c i f i c  D X  C o n v e n t i o n ) が好天に恵まれた1 1 月5 ～7 日に行われた。これまで皆勤の  W 0 G J 、
K 6 S V 、Z L 3 T E 、V R 2 B G 等に、初参加の国アゼルバイジャンからの4 J 5 T 、4 K 5 D 、モンゴルからのJ T 1 B V 、ポーランドからのS P 5 X V Y 、フィリ
ピンのD U 6 B G 等も加わり、これまでにも増してアットホームな雰囲気に包まれて、プログラムが進行した。プログラムと言っても毎回ほぼ
同じ構成で代り映えもしないのだが、どうもそれが人気の秘密のようにも思える。いつも金曜～日曜の3 日間ということにはなっているが、
D X からの参加者にとってA P D X C は木曜の夜に始まる。
初日金曜日のアイコム工場見学ツァーは朝9 時出発とあって、D X からの参加者は前日までにホテルに入る。大阪国際交流センターホテ
ル、ロイネットホテル、シェラトン都ホテルに分散して宿泊をしたのだが、宿泊者数の多かったロイネットホテルに夜7 時過ぎからD X 参加
者の殆どが集合して再会や初対面のアイボールQ S O となった。それは長い時間続くものではないのだが、和やかな雰囲気の中で行わ
れる恒例の行事ともなっている。

[  金曜日 ]  ( 0 7 / N o v . )
金曜日の朝9 時、D X からの参加者を乗せたアイコム工場ツァーバスが
大阪国際交流センターを出発する。1 時間半から2 時間のバスの旅だ
が、車内ではラグチューの輪がいくつもでき、退屈する人は一人もい
ない。過去2 回いずれの場合も、出発に間に合わなかった参加者を
拾うため関西空港近くへ迂回したバスだが、今回初めてノンストップ
で有田工場に到着した。工場の方々の歓迎を受け、写真も撮り放題
という破格の待遇を頂いた工場見学。オートメーションの基板製造か
ら商品が梱包されるまでの全行程をゆっくりと見せて貰った後、みん
なで記念撮影。これがA P D X C たった一枚の集合写真となった。昼食
を頂き、再び乗ったバスは紀ノ川工場の経て、A P D X C 恒例のQ & A
セッションのためアイコム本社へ向かった。井上会長やアマチュア無
線機開発に携わる主要な方々を相手に熱のこもったQ & A が続く。ア
イコムの工場見学のためにA P D X C に参加したという人もいるくらいの
人がいることに加え、メーカーの開発の人たちに直接質問したり意見
を述べたりできるめったにないチャンスなのだから、Q & A が白熱したも
のとなるのも当然だろう。
2 時間ほどのセッションを終えても話し足りなさを感じながら、夜のウエ
ルカムパーティに間に合わせようとバスは大阪国際交流センターに向
かった。
A P D X C は午後6 時の参加登録受付で正式には始まり、最初のプログ
ラムであるウエルカムパーティへと続く。このパーティは、ホストであるJ
A 3 F A のスピーチで始まる。途中で音楽が入ること以外ほとんど趣向
らしい趣向もないのに、あっという間に2 時間余りが過ぎて行く。K 6 S V
が第一回目からこのパーティの司会を務めてくれているが、ほとんど
出番がない。みんなそれぞれがアイボールQ S O を楽しんでいるのだ
から、ハムの集まりでは邪魔なプログラムはまったく不要。これほど楽
な進行役はない。



[  土曜日 ]  ( 0 8 / N o v . )
二日目はいつも観光ツァーでスタートする。これまで、京都、奈良と普
通のバスツァーを催してきたのだが、一般の旅行者では困難な企画
をとの意見に応え、今回は体験ツァーをしてみようということになった。
以前新聞記事で見た「お茶づくり」体験ツァーをと思いついて探して
みると、煎茶の手揉み作りの体験コースが宇治にあることが判った。こ
の場所は設備の制限から一回あたり1 0 人までで、コースは2 時間半と
か。無理をお願いして十数人を2 回に分けて実施することができた。
参加者を2 グループに分け、一方がお茶作りをしている間、他方は平
等院見学と茶室体験となる。幸いお天気も良く、各場所を歩き回った
り、宇治川の中州にある公園でお弁当を頂くにも大変好都合だった。
参加者がハムの話を全くしなかったのは3 日間で、このお茶作りの間
だけだったように思える。周囲の山々も紅葉の時期を迎え、宇治川の
流れと相まり、お茶作りや茶室体験ツァーがより一層楽しいものとなっ
た。一生懸命作ったお茶は各自が持って帰るに十分な量。こんなこと
から、また体験ツァーをとのリクエストに応え、次回のための新しい趣
向を探さねばならなくなった。
予定通りツァーから戻った頃、大阪国際交流センターではディナーの
用意が進んでいた。会場の「さくらの間」の前では夜6 時からウエルカ
ムドリンクが振舞われる。ディナーへ参加しようと集まった人たちはグ
ラスを片手に三々五々D X 談義を始めるのはA P D X C の恒例となって
いる。6 時半にはディナーがスピーチもなしで始まる。各テーブルを囲
む7 ～8 人はD X とJ A が適当に混在する。これもウエルカムパーティ同
様、何のプログラムが用意されていなくても、ディナーテーブルを囲ん
でアイボールQ S O で盛り上がっている。そんな時、照明が暗くなりキャ
ンドルの点いたケーキが、その日誕生日を迎えたD U 6 B G  B o b b y のた
めに届けられた。彼はまったく予想だにしていなかったのだろう。とて
も感激したB o b b y の表情と仕草が今も忘れられない。
K 6 S V  G e o r g e 提供の2 0 1 1 年H a m カレンダー十数冊を抽選でと企画し
ていることを聞いたアイコムの方がいろいろな賞品を用意してくれた
ので、ディナーの終りにA P D X C 初となる抽選会を催した。

[  日曜日 ]  ( 0 9 / N o v . )
午前9 時過ぎから午後4 時過ぎまで、いつも同様にプレゼンテーション
が開かれた。これまでD X からの参加者によるプレゼンテーションばか
りであったが、J A 3 A O P  杉山さんが初のJ A によるプレゼンテーション
を行った。三日目のプレゼンテーションの模様はいつもと同様、ビデ
オに収録されA P D X C のW E B サイトでご覧頂けるようになるのでご覧
頂きたい。

D X からの参加者数は少しではあるが上昇傾向にあるのに、J A の参加
者が毎回減少しているため、全体の参加者数が減少している。そのこ
とを開催直前まで大変心配し、どちらかというと重い気持ちでスタート
したA P D X C  2 0 1 0 だったが、コンベンション全体の雰囲気がこれまで
で最も良かったように感じた。常連参加者、初参加者の区別なく、全
員が親しみを持って接し、同じ思いを持ったひとつの連帯感のような
ものを感じることができ、A P D X C を始めて良かったと今回ほど感じるこ
とはなかった。A P D X C は今回で最後にしようと、正直なところ準備の
過程で思うことが何度かあったのだが、終わるころには「絶対にやめ
ない」という気持ちにさせてくれる雰囲気で満ち溢れていた。
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J A 3 A E R  荒川泰蔵

第3 8 回S E A N E T コンベンションは、2 0 1 0 年1 1 月5 日から5 日間、上海市のオリンピックホテルを会場に、S R S A  ( S h a n g h a i  R a d i o  S p o r t s  A s
s o c i a t i o n ) のメンバーによる組織委員会が主催して開かれました。今回は日程がA P D X C と重なり残念でしたが、当ラジオクラブからは、
J A 3 A A 島さん、J E 3 B E Q 宮本さん、J R 3 M V F 三好さん、それに私J A 3 A E R の4 名が参加しました。他にJ O 3 T I C 新開さん、J A 4 D P L 吉房さ
ん、J A 4 C H K 馬場さんが加わり7 名が関西国際空港を5 日の朝出発して上海の浦東( P u  D o n g ) 空港に到着しました。空港ではB A 4 H U ,  
H u さんとS W L ,  Q u i a n  W a i k  さんが到着ロビーで出迎えてくれれました。会場では長老B A 4 A A ,  X u  R u さんはじめS R S A の皆さんや、先
に到着した参加者達が出迎えてくれました。今回の参加者約2 0 0 名の内、海外1 4 ヶ国からの参加者は1 0 0 名を超えていましたが、日本
からの参加者は1 5 名（上記以7 名以外に7 K 3 E O P ,  J A 1 B R K ,  J A 1 R J U ,  J R 1 F B E ,  J H 3 A A Z ,  J R 6 X I W ,  J R 6 X I X ,  J A 0 A D ）でした。
ロビーの受付で登録を済ませ、ホテルの一室にセットアップされた特別局B T 4 S E A を覗いてみました。ＦＴ- 9 5 0 と3 エレメント・トライバン
ダーの組み合わせで1 4 M H z ,  2 1 M H z それに2 8 M H z がQ R V できる状態にあり、免許を持つ参加者は誰でもゲストオペが出来るように
なっていました。このコールサインはS E A N E T コンベンションの開催期間中だけで、Q S L カードの送り先はS h a n g h a i  R a d i o  S p o r t s  A s s o c i
a t i o n ,  P O  B o x  0 8 5 - 2 0 5 ,  S h a n g h a i ,  C h i n a .  とのことでした。

初日はホテル内のレストランで、各自アイボールQ S O を楽しみながらビュッ
フェスタイルの食事を共にし、親睦を深めるようセットアップされていました
が、B A 4 A A ,  X u  R u さんが、1 9 8 0 年代のアマチュア無線再開時にお世話に
なった人達を、またB Y 4 B Z B のオペレーターS u n h u a n  S h e n g さんが1 9 9 9 年
に大阪を訪問した時にお世話になった人達を夕食に招待したいと、旧フラ
ンス租界にあるレストランにJ R 3 M V F 三好さん、J A 3 A A ,  J H 3 A A Z 島さん親
子、J A 1 R J U 小笠原さん、J A 4 H C K 馬場さんと私J A 3 A E R の日本人6 名が招
待され、他にB A 4 H U ,  H u さん、通訳のK o  B u n b o  さん、B G 4 F A ,  W a n g  F e n
f a さんが同席して、お互いの再会を喜びあいました。これは故J A 3 U B 三好
さんの長年にわたる中国への貢献と国際交流が実ったもので、日中の政
府間がぎくしゃくしているこのような時期にでも、義理堅くもてなしてくれる
中国人に感謝するとともに、草の根での国際交流の大切さを知らされたひ
と時でした。

2 日目は朝食後3 台のバスに分乗して上海市の中心にある人民公園
に出かけ、歴史を感じさせる上海博物館を見学しましたが、ここにも
日本に関係する展示がありました。昼食後は上海随一の繁華街であ
る南京東路を自由に買物や散策をした後、対岸の東方明珠塔( T h e  
O r i e n t a l  P e a r l  T V  T o w e r ) や高層ビルが一望できる黄浦公園に集合
してバスでホテルに戻ったのですが、南京東路の散策中、J A 4 H C K
馬場さんと私を郵便局に案内してくれたB A 4 H U ,  H u さんが、ここから
近いと自分のシャックへ案内してくれました。繁華街を少しそれた路
地裏の長屋でしたが、中国で個人の家を訪問するのは初めてでし
た。これも馬場さんの長年にわたる中国との国際交流、H u さんとのお
付き合いで信頼を得ていたためだと思います。

夜は歓迎会（W e l c o m e  B a n q u e t ）が開かれ、組織委員長であるB G 4 C
A B ,  C h e n  Y i p i n g さんの歓迎挨拶で始まり、若いB D 4 A A Q ,  M i c h a e l さ
んとS W L ,  L e i h a さんのコンビで英語と中国語を交互に操りながらのて
きぱきした司会は印象に残りました。ここでは、去る6 月に行われたS E
A N E T のコンテストの表彰式もあり、J A からはJ A 4 D P L 吉房さんがシン
グルオペレーターの部門3 位で組織委員のL i  W e i t i n g さんから表彰状
が渡されました。そして食後の抽選会ではJ O 3 T I C 新開さん達多くの
日本人にもラジオなどの賞品が当たりました。
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3 日目の午前中はアマチュア無線に関する講演会が行われ、最初に
元Y L R L 会長のW A 0 W O F ,  K a y さんがアメリカのY L クラブの歴史と活
動について講演し、続いて北京から参加したB Y 1 H A M ,  C h e n  P i n g さ
んが中国のアマチュア無線の歴史を含め、現状と今後の課題につい
て講演しました。続いてはタイから参加したH S 1 A S C ,  T h i d a さんが、
ボーイスカウトやガールスカウトの活動と連動して、子供達にアマチュ
ア無線に興味を持たせている様子をスライドで写真を示しながら説明
しました。また、オーストラリアから参加したV K 8 G W ,  G a r y  T r e v o r  W o
o d s さんが、広いオーストラリアをキャラバンで移動運用した経験や、S
E A N E T のネットコントロールをした経験などを語りました。その後、B D
4 C R ,  C h e n  Y o n g l i n さんが7 月に行った、日食時のH F 帯の通信実験
について講演し、C A M S A T のB A 1 D U ,  G o n g  W a n c o n g さんが中国の
アマチュア無線用通信衛星についての講演と、合計6 つの講演を聞く
ことができました。
午後はまた3 台のバスに分乗し、S R S A の本拠地であるB Y 4 A A 局の見
学に出かけました。これは上海市軍事体育倶楽部内にあって、我々
の見学に合わせて屋外にも種々の展示をしてくれていました。ラジオ
クラブの多くのメンバーにはおなじみの3 階の無線室ですが、応接室
などに区切られて以前より狭くなっていました。別室には新しく軍事や
体育を含めた展示専用室が設けられ、軍事模型（飛行機や船の模
型）やスポーツに関する素晴らしい展示がありました。また、１階にはB
A 4 A A ,  X u  R u さんが経営する上海唯一のアマチュア無線機器の販売
店が健在でした。
その後、市内の観光地、豫園（Y u  G a r d e n ）とその周辺の商店街を散
策し、近くのレストランで夕食を済ませて、観光船で黄浦江（H u a n g p u  
R i v e r ）から両岸の夜景を楽しみました。

4 日目は、東方明珠塔( T h e  O r i e n t a l  P e a r l  T V  T o w e r ) の見学から始ま
りました。高さ4 6 8 ｍのタワーの2 5 9 ｍの展望台までエレベーターで昇
り、市内を一望と期待したが生憎の曇り空で視界はそれほど良くはあ
りませんでした。スモッグか黄砂の関係かも知れません。展望台は9 0
ｍの位置にもあり、また違った景色を楽しませてくれました。3 台のバ
スは市内を横切って高速道路を西に約4 0 分、淀山湖畔の上海大観
園( G r a n d  V i e w  G a r d e n ) に到着、食事を済ませて湖上をモーターボー
トで楽しみ、小説「紅楼夢（T h e  R e d  M a n s i o n  o f  D r e a m s ）」をもとに造
られたという大観園を見学しました。
この日の晩餐会（G a l a  P a r t y ）は再びオリンピックホテル内のレストラン
で開かれ、ビュッフェスタイルの夕食をしながら、恒例の国別パーフォ
マンスを楽しみました。日本の番ではJ E 3 B E Q 宮本さんの指揮で「浜
辺の歌」と「上を向いて歩こう」を全員で合唱しました。最後は主催国
中国の合唱でしたが、会場の全員が大きな輪になって踊りだしまし
た。

最終日の会議は9 M 2 K N ,  D r .  K e n が司会を務め、S E A N E T のバナー
は上海から2 0 1 1 年の開催地ブルネイへ引き継がれました。ブルネイ
でのホストはB r u n e i  D a r u s s a l a m  A m a t e u r  R a d i o  A s s o c i a t i o n  ( B D A R A )
が務めるとのことで、会長のV 8 5 D X ,  P g  H j  S a l l e h  A b  R a h a m a n さんが
歓迎の挨拶をし、V 8 5 T L ,  H j  T a m a t  H j  L a m p o h さんがブルネイでのコ
ンベンションの概要を説明しました。それによりますと会期は2 0 1 1 年1
1 月1 8 日から2 0 日までの3 日間で、T h e  C e n t r e p o i n t  H o t e l  で開催され
ます。参加費用はホテル代を含めたパッケージでU S $ 5 2 0 とのことで
す。今から貯金をして是非参加してください。そして2 0 1 2 年の開催地
はマレーシアのクアラルンプール（K L ）に決め、9 M 2 R S ,  R a s h i d さんが
スライドでK L を紹介しました。最後の食会では皆とブルネイでの再会
を約して別れました。帰国便の出発時間に合わせてホテルから空港
までのミニバスを数回に仕立てて送ってくれましたが、B A 4 A A ,  X u  R u
さんをはじめ組織委員会のメンバーが最後まで見送ってくれました。
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後藤さんを偲んで　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　J R 3 M V F 　三好京子

晩秋の高野山は静かでした。1 1 月2 8 日の日曜日にZ A G のメン
バー4 名( J A 3 A A ,  J A 3 A E R , J E B E Q ,  J R 3 M V F ) とJ A 4 H C K 馬場
さんの総勢5 名で後藤さんのご自宅、西禅院を訪ねました。今
年の初春頃、高野町長やその他の役職をお辞めになったとの
ニュースが駆け巡り、" どうされたのだろう" と皆が心配してい
ました。そして1 0 月末に亡くなられたとの連絡があり、私も
一度お参りにと思っていました。お参り当日が、3 5 日の法要
の日だとは思わなかったので、参加者一同、これも後藤さんの
導きだったのではと話し合いました。
後藤さんは古くからのZ A G のメンバーでしたが、その後J A R L
の役員や高野町長として、いろいろな所で活躍されているとお
聞きしていました。私の最後の思い出としては、2 0 0 6 年の大
阪で開催されたS E A N E T コンベンションにご家族で参加さ
れ、" 忙しくて何のお手伝いもできないので、せめて家族で参
加することで協力させていただきました" と話された事です。
多方面に亘り配慮された後藤さんがこんなに早くS K されたこ
とは、アマチュア無線界にとっても大切な人材を亡くしたと本
当に残念に思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

大阪国際交流センター・ラジオクラブ
J I 3 Z A G
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在りし日のJ H 3 G A H / 後藤太栄さん



オーストリアの西の都インスブ
ルックを通る欧州自動車道路は
南へ向かいアルプス越えでイタ
リアに入るE 4 5 と東西に走るE
6 0 がある。インスブルックか
らE 6 0 を西へ4 0 k m ほど走ると
谷間を南へアルプスに向かう道
がある。5 0 k m ほど走ったとこ
ろにきれいな村があった。
村を見下ろせる場所から撮った
ポジフィルムの写真です。
さらに、アルプスに向かって進
むと森林限界を越え夏でもわず
かな草しか生えないV 字谷、そ
の谷底に光る一本の水はどこま
で続きます。やがて突然目の前
に氷河が現れました。ここでは
夏の間もスキーが楽しめます。
もう1 5 年以上前のことなので
地名も忘れかけていましたが、
G o o g l e  m a p  と空撮写真が記憶
をたどる手助けをしてくれまし
た。

シャッター・チャンス

T i r o l の山間の村O b e r g u r g l
( オーバーグールグル）
J A 3 A O P / 杉山　曉

今年の新年号から始めた
シャッターチャンス欄今
月で閉じることに致しま
す。2 0 1 1 年からはフォト
コーナーとして生まれ変
わります。自由なテーマ
で写真と説明をご投稿下
さい。

J I 3 Z A G - N L  D e c .  2 0 1 0   -  p .  6  -


